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調査１発表の流れ

問題提起 目的

調査２提案

背景

考察
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景ペデストリアンデッキ
（筑波大学〜赤塚公園の全長4.8kmの歩行者専用道路またはつくば公園通り）

つくばセンターBivi左側から
2016年5月29日撮影

エキスポセンター前から
2016年5月29日撮影

広い空間

緑豊か歩者分離

「ペデストリアンはつくばの玄関」

（広いところでは幅
15〜20m！）
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

つくばフェスティバルの様子
2016年6月5日撮影

ハロウィーン
フェスティバル

まつりつくば

つくばセンター
マルシェ

ビアテラス

センター周辺の賑わいにぎわい
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あれ？

ペデストリアンって

センター広場だけじゃないよね？

ペデストリアンは確か4.8kmの歩行者専用通路のはず
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

つくばセンターから離れると…

松見公園前の様子
2016年6月8日撮影

まさに
歩行者専用
「道路」

賑わいにか
けている
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せっかく広い空間があるのに・・・

「つくばの玄関」がこれでいいの？
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

目的

ペデストリアンを

「つくばの玄関」らしい、

より多様な機能を持った道へ！
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

調査項目

ペデストリアンの設計意図

ペデの交通量調査

市役所からみた利用計画

センター広場以外の活用

利用者の考え
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

分断された住宅地と住宅地を繋ぐためのもの

他の資料を見ても、道路以外の用途はない

ペデストリアンの設計意図は？

「筑波学園都市における定住過程に関する研究」

(http://starryheavens.cocolog-nifty.com/blog/photography/index.html)より
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

現地調査１（交通量調査）

目的
ペデの通行人数の把握
通行者はペデをどのような目的で利用してい
るのかを知る

日時 2016年6月8日（水）14:20 – 14:50

調査範囲

メディカルセンター前
中央公園前
大清水公園前
二の宮公園前
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

結果

通行目的が圧倒的に多い
（単位：人/時間）
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年代 通行目的以外 通行目的 年代別合計

〜２０代男性 4 138
232

〜２０代女性 0 90

３０〜５０代男性 4 220
504

３０〜５０代女性 12 268

６０〜男性 12 118
202

６０〜女性 4 68

合計 36 902 938



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

ヒアリング調査
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目的 現在のペデストリアンの活用状況を知る

日時 2016年5月26日（金）10:00 – 11:00

対象 つくば市役所まちなみ整備課



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

ヒアリング調査結果

●今年の6月から「つくばペデカフェ要綱」が施行
される
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要綱の対象は
ペデストリアン全域

●市民にもっとペデを活用してもらうことが意図

●センター広場以外は電源・水道設備が整っていない

活用はセンター広場に集中してしまっている現状



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

現地調査Ⅱ(未利用空間調査)
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目的 活用できる空間を探る

日時 2016年6月8日（水）14:00 – 15:00

調査範囲 メディカルセンター広場～赤塚公園
※ただしセンター広場を除く



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

マッピング
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洞峰公園

つくばセンター

メディカルセンター



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

５つの空間に分類

ベンチ・腰かけ
スペース(7カ所)

ある程度広さのある芝地
(2カ所)

小広場(4カ所)

道路脇スペース
(2カ所)

通路間スペース(3カ所)
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ペデの

有効活用が
できそう！



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

１次アンケート調査

目的
利用者がペデストリアンについてどう考え
ているのかを探る

日時

2016年6月4日14:00 – 16:00

2016年6月5日10:00 – 12:00, 14:00 – 16:00

※両日ともつくばフェスティバル実施時に
調査

調査範囲 つくばセンター広場周辺 (n=51)
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景
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利用目的で整理すると…（n=51）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

商業 施設 散歩 通学通勤 運動 休息 その他

利用しない あまり利用しない どちらともいえない まあまあ利用する 利用する

この3点に注目すると通行目的が主

利用目的で整理（n=51）



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

必要だと思う役割は？ (n=43)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

歩行者 自転車 運動 休息 イベント 自然 集まる

必要でない あまり必要でない どちらともいえない 少し必要 必要
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

果たしていると思う役割は？(n=40)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

歩行者 自転車 イベント 運動 自然 集まる 休息

果たしていない あまり果たしていない どちらともいえない 少し果たしている 十分果たしている
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

２つの結果を比べる
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92% 90%

80% 79%

70% 68%

50%
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100%

果たしていると思う役割/必要だと思う役割

自転車 歩行者 イベント 運動 集まる 自然 休息

この3点は
十分に需要を満たしていない
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今のペデには何が必要なのか？



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

２次アンケート調査
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目的 利用者はどこになにがほしいのかを探る

日時 2016年6月15日～2016年6月19日

対象 地域環境科学概論受講者
文科系サークル
社会福祉協議会
ペデ利用者
（n=122）
※ペデ利用者にはつくばセンター周辺にて
該当調査を実施



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

あったらうれしいと思う設備 (n=118)

0%
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80%

90%

100%

思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う 思う
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

施設をどこに配置するべきか
(n=183)

0%
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20%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

通路間 くぼみ 芝生 広場 ベンチ

デッキチェア 路上パフォ 水遊び場 足湯 小動物園 タイヤ

シーソー 平均台 ハンモック その他 必要ない

道路脇空間
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

事前アンケートⅡまとめ

●デッキチェア、路上パフォーマンス、水遊び場、
足湯、に需要が存在している

●道路脇空間、通路間スペースは通行の妨げになる
可能性などから必要ないという回答者が多かった
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路上パフォーマンス

水遊び場

寄り道したくなるよう
なペデ

デッキチェア

足湯

別荘地のようなペデ

STOP

通り道としての

ペデ

PEDE

CONCEPT

2016/6/28 都市計画実習 最終発表 28



提案②

提案①

提案③

小広場には、路上パフォーマンス
・水遊び場を設ける

ベンチ・腰掛スペースには
足湯を設ける

芝生スペースにはデッキチェア
を設ける
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

広場に対する提案

2016/6/28 都市計画実習 最終発表 30

サークル活動
の場に！！

子どもたちの
水遊び場に



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

広場の空間

水遊び場
大清水公園に存在していた

立地を検討すれば可能
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路上パフォーマンス
ペデカフェ要項施行

実現可能性はある

マンションの
建設により日陰に

→廃止



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

芝地に対する提案
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デッキチェアで
バカンス気分♪



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

ベンチ・腰掛の空間

デッキチェア
半屋外空間の提案

管理コスト低減
実現は可能
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１台置くのに 6,500円
２か所に４台ずつ置くと

52,000円



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

休憩スペースに対する提案
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足湯で
リラックス♪



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

休憩の空間
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足湯
電源設備が整っていない
水源の確保が困難

実現は困難
代替案：足水

電気代1日
200円！！

1台設置するのに
108,000円

2か所にそれぞれ置くと
216,000円



考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

本調査のまとめ

◆多くの人は通行目的で利用している

◆つくばペデストリアンの設計意図は

「住宅地をつなぐ通路」

◆ペデにはまだまだ活用の余地がある

◆ペデ利用者はリラックスできる空間がほしい
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考察

提案

調査
２

調査
１

目的

問題
提起

背景

本研究の課題

◆コスト面での試算が不十分

▶︎小規模な施設配置を提案したが、

コスト面での試算が不足している

◆提案がペデストリアン利用者に

実際に利用されるかの確認が不十分

▶︎実証実験の余地がある
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ヒアリングに協力していただきました、

•つくば市役所
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の皆様のご協力ありがとうございました。
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ご清聴ありがとうございました


